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塩水 (0.3mR /kg/min ) オレイン酸あるいはパルミチン酸 (30μmoles /kg /min )、 あるいは10% グ
ルコース溶液(グルコース 5g に対し レギュラーインシュリン 1 単位を含む， 0.17mR /kg/min) を
経静脈的に投与した。
心電図，左心室収縮期圧，およびその電気的一次微分( dp /dt )を同時記録し，心拍数および心収
縮力の指標として isometric time -tension index (ITTI) を算出した。左室自由壁の左冠動脈
前下行枝濯流領域およびその周辺部の1O~1lカ所より心外膜心電図を記録し， ST上昇 1mV未満，
? ??
1~2mV ， 2mV以上の判定基準によってそれぞれ健常部，硬塞周辺部，および硬塞部の 3 つの領
域に分類した。
冠動脈結紫60分後に心臓を摘出し，それぞれの領域心筋から， Chance -萩原の方法によりミトコ
ンドリアを分離しポーラログラフでState 3 および State 4 の酸素消費速度 (Q02) を計測し，酸
化的燐酸化の共役の指標である呼吸調節率 (R C 1) およびADP/O比を算出した。また in vitro 
で添加した牛血清アルブミン (B S A) の Q ÜzおよびRCI に対する影響についても検討を加えた。
〔成績〕
血中FFA濃度は結繋前対照値 400~700μEq /L から， FFA処置群では結紫後1500~2300μEq
/L に上昇した。一方無前処置群では，結染後の上昇は 700~1000μEq /L にとどまった。





心筋ミトコンドリアの Q02 State 3 は，オレイン酸群の硬塞部，硬塞周辺部で，またパルミチン
酸群の硬塞部で有意な低下を示した。一方，グルコース群では各領域とも正常範囲の値を示した。 Q
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より，虚血部心筋細胞では β 酸化および終末酸化の障害のため， FFA あるいは Acyl Co A が蓄積
し，これによって心筋エネルギー産生系が障害され，心収縮力低下を来すことが強く示唆された。一
方グルコース前処置を行った硬塞心では，心収縮力の低下わよび心筋ミトコンドリアの呼吸障害が軽
度にとどまることを認めた。
以上の結果から，臨床的な急性心筋硬塞発生時には，高脂肪酸血症を是正し，糖代謝の促進をはか
???
ることが心筋代謝面からみた対策として重要と考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は遊離脂肪酸の虚血心に及ぼす影響を，心力学，電気生理学，心筋エネルギ一代謝面より検
討したものである。その結果 遊離脂肪酸特に不飽和脂肪酸のオレイン酸は虚血心筋ミトコンドリア
呼吸能を著明に障害する結果，心筋エネルギー産生を障害し心収縮力を低下させることが認められた。
一方，糖代謝を促進させると，虚血心の心筋エネルギー産生障害は軽度におさえられる。
これらの成績は，臨床的な急性心筋硬塞の治療に代謝面からの配慮が必要であるという新知見を与
えたので，学位論文に値するものと考える。
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